
決算書

(P498-P499)
1款 1項 1目 下水道総務費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名 排水設備設置促進事業

(単位 :千円)

【目的】
。供用区域における排水設備の設置を促進することにより、生活環境の改善、公衆衛生の向上及

び公共用水域の水質保全を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度 目標
。生活排水処理推進員が新規供用区域の世帯を訪問し、早期接続を促すとともに、供用済区域の

未接続世帯を訪問し、接続相談や助成制度など支援制度を周知するほか、接続率が低い地区や

供用開始から3年以内の地区に対し重点的に訪問することにより、接続率の向上を図る。

○実施内容、これまでの経過等
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予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

13,688 11,756 2,082
9,674

(使用料、手数料、諸収入)

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

1,927 1,927

令 和 元 年 度 の 取 組

区  分 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度

生活排水処理

推進員

推進員数 2 2 3

訪問件数 7,572 8,597 9,657

接続件数 138 187 285

排水設備設置費

助成金

生活保護世帯
件数 0 0 0

金額 (円 ) 0 0 0

住民税非課税世帯
件数 11 6 11

金額 (円 ) 1,064,000 487,000 943,000

共同管設置
件数 2 0 1

金額 (円 ) 984,000 0 250,000

合  計
件数 13 6 12

金額 (円 ) 1,998,000 487,000 1,193,000

排水設備設置

資金融資

預託件数 46 44 39

預託金額 (円 ) 6,030,119 5,107,852 5,554,702

うち新規
件数 5 7 6

金額 (円 ) 1,310,000 1,090,000 1,945,000

利子補給補助金
補助件数 28 30 25

補助金額 (円 ) 102,927 97,418 89,814

公共下水道接続率 (%) 94.8 95,1 95.5



決算書

(P498～ P499)
1款 1項 1目 下水道総務費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名 排水設備設置促進事業

○目標達成状況
・生活排水処理推進員 1名 を増員 し、新規供用区域や供用済区域の未接続世帯への戸別訪問はも

とより、接続率が低い地区や供用開始から3年以内の地区を重点的に訪問したことにより、接

続率の低い大潟区で 1.5ポイン ト、頸城区で 1,7ポイン ト増加 し、全体では平成 30年度比 0.4

ポイン ト増の 95.5%と することができた。

【事業の成果】
・接続率の向上により、生活環境の改善、公衆衛生の向上及び公共用水域の水質保全に寄与する

ことができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・供用開始後速やかに接続 していただくため、整備予定地域の事業説明会において下水道事業の

概要や工事の予定時期等の情報を提供するとともに、引き続き、生活排水処理推進員による訪

問効果の高い供用開始から3年以内の地区や接続率が低い地区で重点的に活動を展開し、接続

率の向上に努める。

【執行残額について】

○その他
。実績が見込みを下回つたもの

共済費

旅費

需用費

役務費

使用料及び手数料

負担金補助及び交付金

貸付金
・特例的支出 (令和 2年度下水道事業会計予算) に計上 したもの

1,927

1,492

334

13

72

78

47

273

675

435

84



決算書

(P500-P501)

1款 1項 2日  下水道センター運転

管理費
所管課等 生活排水対策課

事 業 名 下水道センター運転管理費

(単位 :千円)

【目的】     f
・家庭及び事業所から排出される汚水を適正に処理することにより、公共用水域の水質の保全に

資する。あわせて処理工程で生じる下水汚泥を再資源化することにより、環境の保全及び資源

の有効利用を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標

・下水道法に基づく施設の適正な運転管理により、水質汚濁防止法等の放流水の水質基準を遵守

するとともに、自主基準を達成する。
・汚泥発生量の抑制による処分費の節減を図るとともに、全量再資源化を図る。

○実施内容、これまでの経過等

・下水道センターほか 6か所の浄化センターの適正な運転管理により放流水質の維持に努めると

ともに、効率的な運転により発生汚泥量の抑制に努めた。

○目標達成状況
・適正な運転管理により全てのセンターにおいて法令基準及び自主基準に適合 した。また、汚泥

処分費の節減を図るとともに全量を再資源化 し目標を達成した。

【事業の成果】
・汚水を適正に処理し公共用水域の水質を保全した。併せて、汚泥の全量再資源化により資源の

有効利用を図つた。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

677,890 612,491
612,421

(使用料、財産収入、諸l灰入)
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翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

65,399 5,988 59,411

令 和 元 年 度 の 取 組

85



決算書

(P500-P501)

1款 1項 2目  下水道センター運転

管理費
所管課等 生活排水対策課

事 業 名 下水道センター運転管理費

・流入水量 と発生汚泥量

13,000,0001だ 8,000t

12,500,000rだ 7,500t

12,000,000∬ 7,000t

11,500,000ゴ 6,500t

11,000,000刊 ド 6,000t

10,500,000rド 5,500t

127年度 H28年度 H29年度 H30年度 Rl年度

流入水量 発生汚泥量

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・放流水質の維持及び発生汚泥量の抑制等を図りながら、効率的な運転を行 うことにより引き続

き経費を削減していく。
・下水道センパー長寿命化計画により計画的に施設の長寿命化対策を実施 し、効率的な運転と施

設の安定稼働を図る。

【執行残額について】

○入札差金

需用費

○その他
。実績が見込みを下回つたもの

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

備品購入費

負担金補助及び交付金
,特例的支出 (令和 2年度下水道事業会計予算)

5,988

5,988

59,411

16,401

9

10,647

52

5,542

145

1

5

43,010

12,481,5621ド
12,536,392rド  12,545,414rだ

尊 流入水量

一 発生汚泥量

12,230,568ゴ
12,055,006♂

/
一

6,813t

6,724t

6,516t
6,322t

6,331t
/

ヽ

86

に計上 したもの



生活排水対策課所管課等1款 1項 3目 管渠維持管理費
決算書

(P500～ P501)

管渠維持管理費事 業 名

(単位 :千円)

【目白勺】
・管路施設の適切な維持管理に努めるほか、老朽化に伴 う施設の更新を計画的に実施する。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過〔目標達成状況など)】

○令和元年度目標
。道路陥没等の事故を未然に防ぐため、管渠調査を実施し、老朽化や漏水の状況を把握すること

により、管路施設を適切に維持する。

○実施内容、これまでの経過等

・管渠の修繕や清掃等の実施により、施設の適切な維持管理を行つた。

・主な実施内容

項   目
令和元年度

内  容
件 数 金 額

修繕料 85 29,644 舗装、マンホールポンプ等の修繕

施設管理委託 9 24,210 マンホールポンプ維持管理他

下水道台帳作成委託 7 8,682 下水道 (汚水)台帳作成

管渠清掃委託 9 1,232 汚水管渠の清掃

管渠調査委託 8 32,164 汚水管渠の調査

下水道管渠修繕工事 4 6,742 汚水管渠の移設、マンホール蓋の取替工事

○目標達成状況
・管渠破損による道路陥没や漏水を未然に防ぎ、管渠の適切な維持管理を行 うことができた。

【事業の成果】
口管渠施設の定期点検や調査、清掃等の実施により、適切な維持管理を図るとともに老朽化した

施設の計画的な更新を行うことができた。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

160,486 128,698 18,000 2,000
94,938

(倒聯氷言モ奴ハ
13,765

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

31,788 2,653 29,135

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P500-P501)
l款 1項 3目 管渠維持管理費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名 管渠維持管理費

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・公共下水道は、設置から 30年以上経過した施設があることから、引き続き、老朽化したマン

ホール蓋の取替えなど施設の更新を計画的に進めていく必要がある。

【執行残額について】

○入札差金

委託料

○その他
・実績が見込みを下回つたもの    単

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び貸借料

工事請負費

原材料費

公課費                 ′
・特例的支出 (令和 2年度下水道事業会計予算)に計上したもの

2,653

2,653

29,135

11,770

1

6,100

122

2,125

3,279

8

134

1

17,865

88



1款 1項 3日  管渠維持管理費 所管課等 生活排水対策課
決算書

(P500-P501)

事 業 名 雨水管理費

(単位 :千円)

【目的】
・雨水幹線等のりF水機能を確保し、豪雨時における内水被害の軽減を図るため、適切な維持管理

を行う。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標
・雨水幹線及び排水樋門等の点検及び修繕を実施し、適切に維持する。

○実施内容、これまでの経過等
・雨水幹線の修繕や清掃等の実施により、施設の適切な維持管理を行つた。
・主な実施内容

項   目
令和元年度

内  容
件 数 金 額

修繕料 19 15,743 雨水幹線等の修繕

施設管理委託 1 994 マンホールポンプ維持管理

下水道台帳作成委託 2 5,720 下水道 (雨水)台帳作成

管渠清掃委託 47 20,214 雨水幹線及び排水樋門の上砂撤去等

備品購入費 1 1,577 排水用ポンプ購入 (2台 )

○目標達成状況
・排水樋門等の点検やパ トロール、修繕や清掃等の実施により、雨水幹線の排水機能に支障を来

さない適切な管理を行 うことができた。

【事業の成果】
・雨水幹線の修繕や清掃等の実施により適切な維持管理を行うとともに、豪雨時における排水ポ

ンプの事前設置により内水被害の軽減に努めた。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

49,146 46,954 46,954

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

2,192 2,192

令 和 元 年 度 の 取 組

89



」

決算書

(P500-P501)
1款 1項 3目 管渠維持管理費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名
ヽ

雨水管理費

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】          (
・豪雨時あ内水被害の軽滅に向け、引き続き、排水樋門等の,点検やパ トロールを実施し雨水幹線や

JF水樋門等の適切な維持管理を行う。

【執行残額について】

○その他               .           2,192
・実績が見込みを下回つたもの                 1ぇ 599

需用費     、                     668
役務費                            6
委託料                           812
使用料及び賃借料                       90
原材料費 ・                          1
備品購入費                1         22

・特例的支出 (令和 2年度下水道事業会計予算)に計上したもの   593

90



(単位 :千円)

決算書

(P502-P503)
1款 2項 1目  公共下水道事業費 所管課等 下水道建設課

事 業 名 下水道計画策定事業

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

12,131 12,108
12,108

∽

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

23 23

【目的】
・下水道全体計画に基づき下水道事業計画を変更し、事業の進捗を図る。

令 和 元 年 度 の 取 組

【事業の概要(年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標                      ｀

・委託業務を早期に発注し、年度内に完了する。

○実施内容、これまでの経過等

・上越市公共下水道 (上越処理区)事業計画変更業務委託

汚水 … 汚水管渠整備の進捗に合わせた事業計画区域変更

雨水 … 雨水管渠計画の変更に必要な資料作成

○目標達成状況
・委託業務を早期に発注し、年度内に完了したことから、日標を達成できた。

【事業の成果】
。上越処理区の事業計画を変更し、令和 10年度の概成に向けて事業の進捗を図ることができた。

【今後の課題、反省点、目標が達成できなかつた要因など】

・汚水については、令和 10年度の概成を目指し、また、雨水については、雨水管理総合計画に

基づき、着実に整備を進めていくため、下水道事業経営戦略と整合を図りながら、事業計画区

域等の変更を行つていく必要がある。

【執行残額について】

○その他
。実績が見込みを下回つたもの

旅費

使用料及び賃借料

23

23

4

19

91



決算書

(P502-P503)
1款 2項 1目 公共下水道事業費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名 下水道センター機能高度化事業

(単位 :千円)

【目的】

・上越市下水道ス トックマネジメント計画に基づき、設備の計画的な改築 。更新を行い、施設

全体の長寿命化を図り安定的な汚水処理を行 う。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度 目標
。中央監視設備改築工事及び業務委託については、早期に発注し、計画どお りに完了する。

○実施内容、これまでの経過等

工 事 名 金 額

中央監視設備改築 (電気設備その 21)工事 116,380

○目標達成状況
。中央監視設備改築工事及び業務委託については、第 2四半期に入札 し、当初計画どおり完了す

ることができた。

【事業の成果】 (
。公共下水道ストックマネジメント基本計画策定により、処理場及びポンプ場の改築更新の進捗

が図られ、令和 2年度の修繕 。改築計画策定につながつた。

・中央監視設備機器の改築更新が進捗し、処理施設の延命と効率的で安定的な運転につながつた。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

192,661 192,596 102,089 57,100
33,407

鯰 触

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

65 13 52

令 和 元 年 度 の 取 組

委 託 名 金 額

分水槽耐震補強工事実施設計業務委託 〔繰越明許〕 13,530

公 上 下 水道 ス トツ ク マ ネ ジ メ ン ト基本 計画策定業務委託 60,610

中央監視設備改築工事監理業務委託 2,020

92



決算書

(P502-P503)
1款 2項 1目  公共下水道事業費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名 下水道センター機能高度化事業

【今後の課題、反省点、目標が達成できなかつた要因など】            ―

。これまでの長寿命化計画から下水道ス トックマネジメント計画に円滑に移行し、改築更新工事

を切れ目なく実施していかなければならない。
。今後、下水道ス トックマネジメント計画に基づき、下水道施設全体の維持管理・改築を計画的・

効率的に行い、持続的な機能確保とライフサイクルコス トの低減を図つていく。

【執行残額について】

○事業未実施

使用料及び賃借料

Oその他
。実績が見込みを下回つたもの

旅費

需用費

負担金補助及び交付金

13

13

52

52

50

1

1

〔下水道センター中央監視設備改築 (電気設備その 21)工事〕

中央監視設備更新
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決算書

(P502-P503)
1款 2項 1目  公共下水道事業費 所管課等 下水道建設課

事 業 名 公共下水道汚水整備事業

(単位 :千円)

【目的】
・悪臭や害虫の発生源を排除するため、汚水管渠を整備 し、衛生的で快適な生活環境に改善を

図る。

令 和 元 年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標
・公共下水道全体計画に対し整備面積ベースの進捗率を67.7%(前年比+0,9%)にする。

■上越汚水整備事業 2,700,312

○実施内容

◇平成 30年度繰越明許分

・汚水工事

◇令和元年度分
・実施設計業務委託

・地質調査業務委託

・基本設計業務委託

・汚水工事

・接続桝設置工事
・舗装本復旧工事
。物件移転補償

φ150-200mm

φ150-300mm

ガス管、水道管ほか

φ150-200mm

φ66mm

L=1,184.31n

L=3,205.OIn

N=2子L

A=27.Oha

L=8,248.31n

N=402か所

A=32,416.9だ

N=27イ牛

○これまでの経過等
・全体計画 昭和 58年度～

・事業計画 昭和 54年度～令和 6年度

■柿崎汚水整備事業 232,155
0実施内容

A=3,977.8ha

A=3,305.6ha

A=2,549。 lha(令不日2年 3月 末 )

全体計画面積

事業計画面積

整備済面積

・実施設計業務委託

・地質調査業務委託

φ75-150mm

φ66剛

L=2,953.71n

N=4了 Ĺ

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

3,309,646 3,275,990 820,946 2,261,900
162,893

触 魅 翻
30,251

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

33 656 33,656
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決算書

(P502-P503)
1款 2項 1目 公共下水道事業費 所管課等 下水道建設課

事 業 名 公共下水道汚水整備事業

・市場価格調査業務委託

・汚水工事      φ75～ 200■ lm

・接続桝設置工事
・舗装本復旧工事
。物件移転補償    ガス管、水道管ほか

○これまでの経過等

・全体計画 平成 4年度～

・事業計画 平成 6年度～令和 7年度

■大潟汚水整備事業 343,523
0実施内容

・基本設計業務委託

φ150-200mm。汚水工事
・接続桝設置工事
。舗装本復旧工事

ガス管、水道管ほか。物件移転補償

○これまでの経過等
。全体計画 平成 10年度～

・事業計画 平成 14年度～令和 2年度

A=316.6ha

A=223.Oha

A=194.5ha(令和 2年 3月 末)

一式

L=843.5rn

N=4か万斤

A=が 748.7だ

N=4イ牛

全体計画面積

事業計画面積

整備済面積

▲=297。 3ha

A=257.5ha

A=245,Oha(令和 2年 3月 末)

A=34.8ha

L=1,400,71n

N=20か戸)〒

A=9,638.2ポ

N=13イ牛

全体計画面積

事業計画面積

整備済面積

○目標達成状況
・公共下水道全体計画に対する整備面積ベースの進捗率が 69.6%になつたことから、日標を達成

できた。

【事業の成果】     /
・全体計画に対する整備面積ベースの進捗率が、平成 30年度決算 (66.0%)か ら3.6ポイント

向上したことにより、生活環境の向上及び公衆衛生の改善を図ることができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・衛生的で快適な生活r衆
‐
境を実現するため、令和 10年度概成に向けて、引き続き、適切な工事規

模による計画的な発注に努めていく。
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決算書

(P502-P503)
1款 2項 1日 公共下水道事業費 所管課等 下水道建設課

事 業 名 公共下水道汚水整備事業

【執行残額について】

○その他
。実績が見込みを下回つたもの

報酬

給料

職員手当等

共済費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

33,656

30,382

15

66

800

84

24

276

88

1,297

779

26,834

・事業実施に伴う端数残

補償、補填及び賠償金

公課費
・特例的支出 (令和 2年度下水道事業会計予算)に計上したもの

２

　

１

　

１

　

２７２３
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令和元年度 公共下水道整備箇所図 (上越処理区)1 /5
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令和元年度 公共下水道整備箇所図(上越処理区)5/5
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令和元年度 公共下水道整備箇所図 (柿崎処理区)
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(単位 :千円)

下水道建設課所管課等1款 2項 1日 公共下水道事業費
決算書

(P504-P505)

公共下水道雨水整備事業事 業 名

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

880,010 662,887 283,582 368,500
7,084

鱒

3,721

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

185,170 31,953 8,869 23,084

【目的】
・集中豪雨などに対応するため雨水管渠を整備し、浸水被害の軽減を図る。

令 和 元 年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標
・雨水工事を早期に発注し、年度内に完了する。

・国の補正予算活用分については早期発注に努める。 (3月 補正追カロ)

■上越雨水整備事業 350,530
0実施内容

◇平成 30年度繰越明許分

・雨水管渠実施設計業務委託 (本城町、中通町ほか)

・軌道横断計画協議資料作成業務委託 (五智一丁目)

。市場価格調査業務委託 (上橋 )

。雨水管渠新設工事 (大貫三丁目、土橋)

・排水樋門新設工事 (土橋)

。マンホールポンプ新設工事 (大貫三丁 目)

・物件移転補償 ガス管、水道管ほか

◇令和元年度分
・雨水排水現況調査業務委託 (新光町一丁目ほか)

・雨水管渠新設工事 (大和五丁目)

・水位計設置工事 (上橋、春 日新田二丁目、下源入)

L=5,038rn

一式

一式

L=5161n

N=1か所

N=1か万斤

N=4イ牛

A=11lha

L=331n

N=3か所

○これまでの経過等

・全体計画 昭和 53年度～

・事業計画 昭和 54年度～令和 6年度

全体計画面積 A=4,075.3ha

事業計画面積 A=2,905,7ha

子
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決算書

(P504-P505)
1款 2項 1目  公共下水道事業費 所管課等 下水道建設課

事 業 名 公共下水道雨水整備事業

■大潟雨水整備事業 312,357
0実施内容

◇平成 30年度繰越明許分

・雨水管渠新設工事 (九戸浜ほか)

・物件移転補償 ガス管、水道管ほか

○これまでの経過等

・全体計画 平成 10年度～

・事業計画 平成 14年度～令和 2年度

L=3031n

N=9イ牛

全体計画面積

事業計画面積

A=345.Oha

A=60.7ha

○目標達成状況
。当初予算に係る雨水工事のうち、本城町排水区の工事がりF水計画見直し検討に時間を要し、令

和 2年度へ繰 り越 したことから、日標を達成できなかつた。

・国の補正予算を活用した雨水工事や排水ポンプ車の購入については、早期に発注したことから、

日標を達成できた。

【事業の成果】
・雨水管理総合計画に基づき、土橋や九戸浜などで雨水管渠を整備したことにより、浸水被害の

軽減を図ることができた。

・雨水排水の現況調査を実施したことにより、浸水被害の原因を確認するとともに、村策方法の

検討を行うことができた。
・市内 3か所に水位計を設置したことにより、りF水路の水位を把握するとともに、ホームページ

により市民への情報発信を行うことができた。

【今後の課題、反省点、目標が達成できなかつた要因など】

・雨水管理総合計画に基づく整備を着実に進めるため、更なる財源確保に努めるほか、近年の台

風などによる豪雨は、ハー ド整備だけで被害の防止は困難であることから、ソフ ト対策を組み

合わせながら浸水対策を実施 していく必要がある。

・繰 り越した本城町排水区の雨水工事については、河川管理者など関係機関と協議を進め、早期

の完了に努めていく。

【執行残額について】

○事業未実施

委託料

工事請負費

○その他
。実績が見込みを下回つたもの

工事請負費

補償、補填及び賠償金

・事業実施に伴 う端数残

委託料
・特例的支出 (令和 2年度下水道事業会計予算)に計上したもの

8,869

8,329

540

23,084

18,821

16,151

2,670

1

1

4,262
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決算書

(P504-P505)
1款 2項 1目 公共下水道事業費 所管課等 下水道建設課

事 業 名 公共下水道雨水整備事業

〔JF水樋門新設工事 (土橋地内)〕 〔雨水管渠新設工事 (大和五丁目地内)〕

η

一υ
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決算書

(P504-P505)

′
づ

1款 2項 1日 公共下水道事業費 所管課等 下水道建設課

事 業 名 公共下水道汚水連携事業

(単位 i千円)

【目的】
・農業集落排水施設と公共下水道施設を統合 し、効率的かつ効果的な汚水処理の実現を図る。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 =般財源

28,834 27,731 13,865 13,400 466

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

1,103 863 740

令 和 元 年 度 の 取 組

【事業の概要(年度目標、実施内容、これまでの経過、目標達成状況など)】

○令和元年度目標
。実施設計及び汚水工事を早期に発注し、年度内に完了する。

○実施内容、これまでの経過等

・初田地区接続管渠

地形図作成業務委託

実施設計業務委託  φ100～ 200■ lm

汚水工事      φ100～ 200Hlm

A=0.018km2

L=879.Orn

L=117.81n

○目標達成状況
・設計及び工事を早期に発注し、年度内に完了したことから、日標を達成できた。

【事業の成果】
・柿崎区初田地区において、令和 2年度中の統合に向けた事業進捗を図ることができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・汚水連携事業の実施にあたつては、費用対効果を十分に検証しながら実施していく必要がある。

【執行残額について】

○事業未実施
・補償、補填及び賠償金

○入札差金

・委託料

863

363

740

740
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決算書

(P504-P505)

1款 2項 2目 特定環境保全公共下

水道事業費
所管課等 生活排水対策課

事 業 名 浄化センター機能高度化事業

(単位 :千円)

【目的】
・名立浄化センター長寿命化計画に基づき、設備の計画的な改築・更新を行い、施設全体の長寿

命化を図り安定的な汚水処理を行 う。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標
。長寿命化対策工事及び業務委託については、早期に発注し、計画どおりに完了する。

○実施内容、これまでの経過等

○目標達成状況
。長寿命化対策工事及び業務委託については、早期に発注し、当初計画どおりに完了することが

できた。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

138,791 111,811 60,949 50,600
255

触 触
7

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

26,055 925 925

令 和 元 年 度 の 取 組

金 額委 託 名

1,678(電気設備その 1)工事監理業務委託名立浄化センター長寿命化対策

〔繰越明許〕
2,212

名 立浄化セ タ―長寿命化対策 (電気設備 そ ) 工 事監理業務委託ン 1の

2,970
名 立 浄化セ ン タ 管理棟耐震補強工 事監理業務委託 〔繰越明許〕

700
名立浄イヒセ タ―長寿命イヒ対策 (電気設備 そ 2 ) 工 事監理業務委託ン の

金 額工 事 名
ン

45,400
名 立 浄化セ タ 長寿命化対策 (電気設備そ ) 工 事 〔繰越明許〕ン 1の

16,200
名 エ 浄化セ ン タ 長寿命化対策 (電気設備そ 1 ) 工 事の

10,461
名 立浄化 タ 管理棟耐震補強 事 〔繰越明許〕ン 工セ

17,268
名 ユ 浄化セ タ 管理棟耐震補強工 事ン

14,900
名 立 浄イヒセ ン タ―長寿命 イヒ対策 (電気設備 そ の 2 ) 工 事
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決算書

(P504-P505)

1款 2項 2日 特定環境保全公共下

水道事業費
所管課等 生活排水対策課

事 業 名 浄化センター機能高度化事業

【事業の成果】
・長寿命化対策工事により、老朽化した最終沈殿池の電気設備の改築更新と管理棟の耐震化を図り、

処理施設の延命と効率的で安定的な運転を確保することができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・長寿命化対策工事と耐震補強工事については、施工範囲が重複するとともに、汚水処理施設の

切替えが伴うため、工事の準備期間を十分見込み、早期発注を図る。

【執行残額について】

○その他
。実績が見込みを下回つたもの

旅費

工事請負費

925

925

11

914

〔名立浄化センター長寿命化対策工事、耐震補強工事〕

計装盤 。監視盤更新

(電気設備 )

耐震壁新設

(耐震補強)
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決算書

(P504-P507)

1款 2項 2目  特定環境保全公共下

水道事業費
所管課等

生活排水対策課

下水道建設課

事 業 名 特定環境保全公共下水道汚水連携事業 ラ

(単位 :千円)

【目的】

・農業集落排水施設 と特定環境保全公共下水道施設を統合 し、効率的かつ効果的な汚水処理の実

現を図る。

【事業の概要(年度目標、実施内容、これまでの経過〔目標達成状況など)】

O令和元年度目標

・実施設計及び工事について、早期に発注し、計画どおり年度内で完了する。

○実施内容、これまでの経過等

・浦サ|1原浄化センター  4,200
設備増築工事実施設計業務委託

・安塚地区接続管渠   23,668
実施設計業務委託  φ100Hlln

汚水工事      φ100■lm

L=508.OIn

L=169,OIn

○目標達成状況
・安塚地区接続管渠の設計及び工事は、早期に発注し、計画どおり年度内に完了することができ

たものの、浦サ|1原浄化センター設備増築工事実施設計業務委託は、計画を見直したため、年度

内に完了することができなかつたことから、日標を達成できなかった。

【事業の成果】
・浦川原浄化センターにおいて、一部、計画を見直したが、安塚地区における令和 3年度中の統

合に向けた事業進捗を図ることができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】
。汚水連携事業の実施にあたつては、費用対効果を十分に検証しながら推進する必要がある。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

38,052 27,868 13,920 13,800 148

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

10,100 84 68 16

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P504-P507)

1款 2項 2日 特定環境保全公共下

水道事業費
所管課等

生活排水対策課

下水道建設課

事 業 名 特定環境保全公共下水道汚水連携事業

【執行残額について】

○事業未実施

旅費     、

使用料及び賃借料

○その他
。実績が見込みを下回つたもの

委託料
工事請負費

68

10ヽ

58

16

16

10

6
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決算書 (P515～ P586) 所管課等 生活排水対策課

上越市農業集落排水事業特別会計決算状況

総

入》 千円・%)

O農業集落排水施設使用料収納状況
(単位 :千

(単位 :千 円 。%)

.(単位 :千円・%)

日l」 牛

士 減 率
令和元年度

娼滅額
平成30年度

0,42,733,167 11,5952,721,572歳入総額
△  3,553 △ 0.12,718,0192,721,572歳出総額

15,1480歳入歳出差引額
00

0 15,148き質収支額

石尊厄尾〉ヒ決算額狭 目
0.49,762分担金及び負担/金

19,0使用料及び手数料 519,987
6.4173,966県支出金

1,268,747 46.4繰入金
0.00繰越金

7,105 0.2諸収入
27.6市債 753,600

2,733〕 167 100.0合計

ヨ 沢 鼻 額 構成

'ヒ

琴
:水管理 賢 759,855 28.0農業集落つ

6.1165,809
1,792,355 65.9

100.0ハ
回 計 2,718,019

歳 入

使用料及び手数料

その他 (分担金

県支出金

歳 出

農業集落排水管理費

娼 叔半 販 30年度 令和元年度
0.02,954.6 2,954.6中 供用開始済面積 (ha)_

31,424 △  53031,954口

31,424 △  53031,954日

0.0100.0 100.0
29,464 △ 42729,891接続人口 (人 )

93.8 0.393.5F接続率 E/C  (%)

収 納 不調 定額 収 人 額年 度
562,842 99.6565,321平成 27年度

99.7602,494平成28年度 604,593
592,626 99,7594,621平成 29年度

99。 6584,312平成30年度 586,563
89.5517,621令 和元年度 578,185

(現年度分 )

つ か
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大潟区 頸城区安塚区 牧 区 柿崎区合計 合併前上越市項 目

0 1,1700 0 09,762 7,42.2分担金及び負担金

11,031 57,72825,743 11,048 9,164519,987 208,735使用料及び手数料

0 28,0000 4,934 0173,966 87,008県支出金

1,268,747繰入金
0 0 00 0繰越金 0 0

208 0 1960 07,105 2,676諸収入
17,900 13,450 11,950 108,650239,000 26,550市債 753,600

52,293 22,981 190,733,882 22, 8222,733,167 544,841合計

清里区 三和区 名立区板倉区項 目 ″ 中郷区|

780 00 0 0890分担金及び負担金

79,951 12,9639,793 1,257 37,92754,647使用料及び手数料

224 00 0 053,800県支出金

繰入金
0 00 0 00繰越金

2,181 00 0 01,844諸収入
3,100 48,450 91,000 30,050154,250 14,250市債

43,01324,043 4,357 86,377 174,136264,931合計

頸城区安塚区 牧 区 柿崎区 大潟区合計 合併前上越市項 目

16,211 8,546 20,532 70,037366,994 21,937農業集落排水管理費 759,855

57,1630 0 00 0農業集落排水事業費 165,809
27,799 24,387 184,04177,388 52,2031,792,355 650,854公債費
36,345 44,919 311 24168,4141,017,848 99 325合計 2,718,019

三和 区 名立区中郷区 板倉区 清里区目 II区

22,4042,466 37,482 93,86488,588 10,794農業集落排水管理費

0 00 0108,646 0農業集落排水事業費

123,174 256,078 85,946260,436 41,403 8,646公債費
108,35011,112 160,656 349,942457,670 52,197合計

整
頸城区安塚区 牧 区 柿崎区 大潟区合計 合併前上越市

72.0 51.0 47.0 335,0972.1 227.5A 計画及び供用開始済面積 (ha) 2,954.6

865 531 775 3,76611,181 1,487B 計画区域内人日 (人 ) 31,424

865 531 775 3,76631,424 11,181 1,487C 供用人口 (人 )

100,0100.0 100.0 100.0 100.0100 100.0D 進捗率 C/B (%)
3,64472429,464E 接続人口   (人 )

93.4 96.890.5

583

67.4

523

98.5

10,349 1,346

92.693.8F 接続率 E/C (%)
名立区中郷区 板倉区 清里区 三和区川 区

9.0 189,6 360.3 251.0377.1 63.0代 計画及び供用開始済面積 (ha)

97 2,528 5,441 8773,284 592B 計画区域内人口 (人 )

97 2,528 5,441 8773,284 592(人 )C 供用人口
100,0100.0 100,0 100.0 100.0100.0D 進捗率 C/B (%)

740592 97 2,494 5,1753,197E 接続人口   (人 )

84.4100.0 98.7 95.197.4 100.0F 接続率 E/C (%)
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(単位 :千円)

合計執行額

⑦
てのキ⑥)

実質

執行残額

⑥
(①―③―⑦)

令和2年度
繰越額

③

令和元年度
執行残額

④
(①一②―③)

特例的支出
予算額

⑤

特例的支出
執行額

⑥

令和元年度
予算現額

①

令和元年度
執行額

②

令和元年度予算事業名
(農 業集落排水事業特別会計)

165546 322 381 42,63942,258農業集落」F水総務費職員人
件費

42,804

77 18,07718,077賦課徴収費 18,084

1,8081,808 1,441l,441」停水設備設置促進事業 3,249

61,533 59,455 757,534 9,66969,124767,203 698,079排水処理施設管理費

108,646 2424108,670 108,646俳水処理施設機能強化対策
事業吉)II区 吉川中部地区

57,163 1,1371,13758;300 57,163排水処理施設機能強化対策
事業頸城区頸城中部地区

1,557,747 221,557,749 1,557,747地方債元金償還費

1,350と,350 234,608234,608地方債利子及び一時借入金
利子

235,958

1,0001,0000予備費 1,000

59,836 2,777,855 15,1620 74,998 61,8552,793,017 2,718,019合計
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決算書

(P528-P529)
1款 1項 1目 農業集落排水総務費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名 排水設備設置促進事業

(単位 :千円)

【目的】
・農業用用排水の水質保全と農村地域の生活環境改善を図るため、農業集落排水への接続を促進

する。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標
・助成制度及び融資制度を周知するとともに、集落排水組合と連携 し接続に対する啓発を行 うこ

とにより、接続率の向上を図る。

○実施内容、これまでの経過等

区  分 平成′29年度 平成 30年度 令和元年度

排水設備設 置

費助成金

生活保護世帯
件数 0 0 0

金額 (円 ) 0 0 0

住民税非課税世帯
件数 0 0 0

金額 (円 ) 0 0 0

合 計
件数 0 0 0

金額 (円 ) 0 0 0

排水設備設置

資金融資

預託件数 10 7 6

預託金額 (円 ) 2,344,870 1,795,208 1,408,639

うち新規
件数 0 0 0

金額 (円 ) 0 0 0

利 子補 給ネ甫助

金

補助件数 r 5 4 4

補助金額 (円 ) 42,047 37,607 32,638

農業集落排水事業接続率 (%) 92.6 93.5 98.8

○目標達成状況
・集落排水管理組合と連携 した啓発により、処理区域内へ転入 した 26件が新たに接続し、接続

世帯の増加を図ることができた。   .

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

3,249 1,441
1,409

(諸収入 )

32

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

1,808 1,808

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P528-P529)
1款 1項 1目 農業集落排水総務費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名 排水設備設置促進事業

【事業の成果】
・接続推進の効果により接続率は前年度から0,3ポイント増の 93.8%と なつた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】
。今後も処理区域内の定住人口は減少することが見込まれるが、文書による接続要請や集落排水

管理組合と連携した働きかけを継続し、未接続世帯を縮減させることで接続率の向上を図る。

【執行残額について】

○その他
・実績が見込みを下回つたもの

負担金補助及び交付金

貸付金

1,808

1,808

636

1,172
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決算書

(P528-P529)

1款 1項 2目 農業集落排水施設管

理費
所管課等 生活排水対策課

事 業 名 排水処理施設管理費

令 和 元 年 度 の 取 組

(単位 :千円)

【目的】
。農業集落排水処理施設の適切な維持管理及び生活JF水処理を行い、公共用水域の水質保全を図

る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度 目標
。浄化槽法に基づく排水処理施設の適切な維持管理を行い、水質汚濁防止法に基づく放流水質の

夢F水基準を遵守するとともに、放流水質の自主基準を達成する。

・機能強化等調査を早期に発注し、年度内に完了する。

○実施内容、これまでの経過等

・農業集落排水処理施設 (48施設)の適切な維持管理及び生活排水処理を行つた。

・放流水質の自主検査を毎月実施 し、排水基準を遵守 した。

・主な実施内容

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

767,203 698,079 82,000
522,974

触 翻
93,105

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

69,124 190 68,934

区 分 事業内容 事業費

委

託

施設管理委託 りF水処理場管理業務 (48施設 ) 309,267

水質検査委託 排水処理場水質検査業務 (48施設) 4,188

管渠清掃委託 安塚区 (和 田地区ほか) 631

排水処理施設機能強化等調

査業務委託
機能診断業務 (41施設) 83,974

汚泥減容化委託 汚泥減容化装置管理業務 (14施設) 25,038

管路調査萎託 農業集落排水台帳作成業務 (有 田地区ほか) 2,332

工

事
管路施設移設工事

マンホールポンプ制御盤移設工事

(保倉東部地区、岡木地区)

3,359
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決算書

(P528-P529)
1款 1項 2目 農業集落排水施設管

理費
所管課等 生活排水対策課

事 業 名 排水処理施設管理費

○目標達成状況
・浄化槽法に基づく排水処理施設の適切な維持管理を行 うとともに、放流水質を自主基準値内

に抑えることができた。結果、水質汚濁防止法に基づく放流水質の排水基準を遵守し、日標を

達成することができた。
・機能強化等調査を年度内に完了することができた。

【事業の成果】

BOD
SSi,

生物化学的酸素要求量 (水 中の汚濁物質を微生物が分解するために必要な酸素量)

浮遊物質 (水中に浮遊している汚れ )

i骨

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・農業集落排水処理施設の汚水処理機能を保持するため、計画的な機器の更新や施設の改修に当

たり、補助事業である団体営農業集落排水事業を導入するとともに、将来を見据えた公共下水

道への広域的な汚水連携を視野に入れ、今後も検討を重ねていく必要がある。

区分

BOD(検 査頻度 1回 /月 ) SS(検 査頻度 1回 /月 )

法基準

(水質汚濁

防止法)

自主基準値
年間

平均値

法基準

(水質汚濁

防止法)

自主基準値
年間

平均値

合併前上越市(12施設)

160 mg/L

以下

※関川水 系

に排水す る

施設は 40 mg

/L以下

20 mg/L以下 2.2mg/L

200 mg/L

以下

※関川水系

に排水する

施設は 90 ng

/L以下

50 mg/L以下 0.7mg/L

安塚区(2施設) 20 mg/L以 下 2.6mg/L 50 mg/L以下 3.lmg/L

牧区 (1施設) 20 mg/L以 下 2.lmg/L 50 mg/L以下 1.Omg/L

柿崎区(1施設) 20 mg/L以下 8,lmg/L 50 mg/L以下 3.3mg/L

大潟区 (5施設 ) 20 mg/L以 下 4.6mg/L 50 mg/L以下 1.7mg/L

頸城区(4施設) 20 ng/L以 下 1.7mg/L 50 mg/Lじ火ヨF 0,3mg/L

吉川区(8施設) 20 mg/L以 下 1,8mg/L 50 mg/L以下 1.2mg/L

中郷区(1施設) 20 mg/L以 下 1.8ng/L 50 mg/L以下 2.9mg/L

板倉区(1施設 ) 20 mg/L以 下 3.5mg/L 50 mg/L以下 3.3mg/L

清里区(4施設 ) 20 mg/L以 下 5,Omg/L 50 mg/L以下 3.5mg/L

三和区 (6施設 ) 20 mg/L以 下 3.4mg/L 50 mg/L以下 2.9mg/L

三和区平成団地 40 mg/L以下 11.8mg/L 50 mg/L以下 10.8mg/L

名立区 (2施設 ) 20 mg/L以 下 1.5mg/L 50 mg/L以下 1.5mg/L

合計 (48施設)
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決算書

(P528-P529)

1款 1項 2日 農業集落排水施設管

理費
所管課等 生活JF水対策課

事 業 名 排水処理施設管理費

【執行残額について】

O入札差金         、

委託料

工事請負費

○その他
・実績が見込みを下回つたもの

共済費

旅費

需用費

役務費

萎託料

使用料及び貸借料

原材料費
・事業実施に伴 う端数残

報酬

公課費
・特例的支出 (令和 2年度下水道事業会計予算)に計上 したもの

190

173

17

68,934

7,399

1

11

1,094

726

4,793

555

6と ,53

21９

　
２

　
１

　
１

　
３
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決算書

(P530-P531)
と款 2項 1目  農業集落排水事業費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名 排水処理施設機能強化対策事業吉川区吉川中部地区

(単位 :千円)

【目的】
・農業集落排水処理施設の安定的な機能を確保するため、経年劣化の対応策として処理施設等の

機器更新及び改修工事を行い、施設全体の長寿命化を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標
・処理施設等の機器更新及び改修工事を年度内に完了する。

○実施内容、これまでの経過等

・全体事業計画 (平成 30年度～令和元年度 )

平成 30年度 令和元年度

。実施設計業務委託   7,506
・施工監理委託     1,386
・機能強化対策工事  107,260

(ばつ気撹拌装置、真空ポンプ、圧送ポンプなど)

○目標達成状況
・予定していた機器の更新及び改修工事が年度内に完了したことから、日標を達成することがで

きた。

【事業の成果】
・機能強化対策工事の完了により、処理施設の安定的な機能が確保された。

【今後の課題、反省点、目標が達成できなかつた要因など】
。今後も適切な施設の管理運営を行い、水質保全及び農村地域の生活環境の維持を図つていく。

【執行残額について】

○入札差金   24
委託料   24

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

108,670 108,646 53,800 53,800 1 046

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

24 24

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P530-P531)
1款 2項 1目 農業集落排水事業費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名 排水処理施設機能強化対策事業吉川区吉川中部地区

〔吉川区吉川中部地区農業集落排水処理施設機能強化対策工事〕

ばっ気撹拌装置更新

(処理施設 機械設備工事 )

圧送ポンプ更新

(中継ステーシヨン 機械設備工事)

寅空ポンプ更新

(真空ステーション 機イ戒設備工事)

真空弁更新

(真空弁ユニット 機械設備工事)
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決算書

(P530-P531)
1款 2項 1目 農業集落排水事業費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名 排水処理施設機能強化対策事業頸城区頸城中都地区

(単位 :千円)

【目的】
・農業集落排水処理施設の安定的な機能を確保するため、経年劣化の対応策として処理施設等の

機器更新及び改修工事を行い、施設全体の長寿命化を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標
・改修工事に係る実施設計及び処理施設等の機器更新を年度内に完了する。

○実施内容、これまでの経過等

・全体事業計画 (令和元年度～令和 2年度 )

令和元年度 令和 2年度

・実施設計業務委託   5,775
・機能強化対策工事  51,388
(ばっ気撹拌装置、破砕機など)

施工監理委託    1,760
機能強化対策工事  84,000
(汚泥処理制御盤、非常通報装置など)

○目標達成状況

・改修工事に係る実施設計及び令和元年度に予定していた機器の更新が年度内に完了したこと

から、日標を達成することができた。

【事業の成果】
・機能強化対策工事の実施により、処理施設の安定的な機能が確保された。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・引き続き、機能強化対策工事を実施し、安定的な機能確保と施設の長寿命化を図つていく必要

がある。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

58,300 57,163 28,000 28,000 1,163

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

1,137 1,137

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P530-P531)
1款 2項 1目 農業集落排水事業費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名 排水処理施設機能強化対策事業頸城区頸城中部地区

【執行残額について】

○入札差金    1,137
委託料    825
工事請負費   312

〔頸城区頸城中部地区農業集落排水処理場機能強化対策工事〕

ばつ気撹拌装置更新

(汚水処理場 機械設備工事)

破砕機更新

(汚水処理場 機械設備工事)

回分槽ブロワー更新

(汚水処理場 機械設備工事)

自動微細ロスクリーン更新

(汚水処理場 機械設備工事)
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決算書 (P607～ P620) 所管課等 生活排水対策課

上越市浄化槽整備推進事業特別会計決算状況

《歳 入》 (単位 :千円 。%)

○ 西

(単位 :千円・%)

(単位 :千円・%)

前年度対比
平成30年度 令和元年度

増減額 増減率
196 1.810,807 11,003歳入総額

△  6,213 △  57.510,807 4,594歳出総額
0 6,409歳入歳出差引額

0翌年度へ繰越すべき財源 0

0 6,409実質収支額

項 目 決算額 構成比

使用料及び手数料 5,562 50.5

繰入金 5,441 49.5

合計 11,003 100,0

項 目 決算額 オ毒成歩ヒ

8,3浄化槽管理費 381

91.7公債費 4,213

合計 4,594 100.0

歳 入

使用料及

び手数料繰入金

歳 出

浄化槽

管理費

公債費

`

苧 1【 }I

平成
22

平成
23

平成
24

平成
25

平成
26

平成
27

平成
28

平成
29

平成
30

令和
;アE

年度 平成
16

平成
17

平成
18

平成
19

平成
20

平成
21

611 611 616 612 612 602 595 583 574 561630 625 623 623 612A
対象世帯数

(世帯)

659

5 10 7 4 4 0 0 0 0 033 29 11 6 7 8市設置基数
B

(基)

12386 94 99 109 115 119 123 123 122 122 123C
市累積設置
基数(≧鞄

33 62 73 79

48 4836 35 36 39 41 41 41 41 43 45 46 48D夏義鐘薮盈)

39 39

26.1 27.1 27.9 28.2 29.2 29,8 30.516.0 17:4 18.3 19.6 21,7 22.9 24:5 25.3Eだ砲釜最覇 10。 9

※ C及びDは休止又は廃止 まない。
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千円)

令和元年度
執行残額

④
(ω―(2⊃―⑥)

特例的支出
予算額

⑤

特例的支出
執行額

⑥

合計執行額

⑦
(② +⑥ )

実質

執行残額

③

(6D― ()一GD)

令和元年度
予算現額

①

令和元年度
執行額

②

令和2年度
繰越額

③

令和元年度予算事業名
(浄化槽整備推進事業特別会計)

528,333 381 7,952 7,900 7,900 8,281浄化槽施設管理費

12,906 1 2,906地方債元金償還金 2,907

1,307 1 1,307 1
地方債利子及び一時借入金
利子

1,308

0 300 0 300予備費 300

7,900 12,494 35412,848 4,594 0 8,254 7,900合計
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決算書

(P618～ P619)
1款 1項 1目 浄化槽施設管理費 所管課等 生活排水対策課

事 業 名 浄化槽施設管理費

(単位 :千円)

【目的】
・市が設置した合併処理浄化槽の維持管理を適切に行 うことにより、生活環境の保全、公衆衛生

'の

向上及び公共用水域の水質保全を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標

・浄化槽法に基づき、合併処理浄化槽の法定検査やサ点検、清掃などの維持管理を適切に行う。

○実施内容、これまでの経過等
・維持管理業務委託

※124基のうち下正善寺の 1基が休止中

※維持管理業務委託の全額を特例的支出 (令和 2年度下水道事業会計予算)に計上

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

8,333 381
381

(醐

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

7,952 7,952

令 和 元 年 度 の 取 組

地   区 町   内 基数 委託金額 (円 )

谷浜地区北部 鍛冶免分、西戸野、花立 16 889,760

谷浜地区南部
西鳥越、西山寺、下綱子、西横山、

中桑取、高住、小池
24 1,325,952

谷浜地区西部
有間川、丹原、鍋ヶ浦、吉浦、

茶屋ヶ原
33 1,836,198

桑取
大渕、皆口、増沢、西吉尾、土日、

北谷
20 1,099,192

下正善寺・中正善寺・中ノ俣 下正善寺、中正善寺、中ノ俣 17 905,272

上正善寺 上正善寺 13 695,552

合   計 123 6,751,926
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決算書

(P618-P619)
1款 1項 1目 浄化槽施設管理費 所管課等 生活りF水対策課

事 業 名 浄化槽施設管理費

O目 標達成状況
・浄化槽法に基づく合併処理浄化槽の法定検査や点検、清掃などを実施し、適切な維持管理を行

うことができた。

【事業の成果】
・生活りF水を適正に処理することにより、事業実施地域の生活環境の改善、公衆衛生の向上及び

公共用水域の水質保全に寄与することができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】
・引き続き、市が設置した合併処理浄化槽の機能が正常に保たれるよう法定検査や点検、清掃な

どの維持管理を適切に行う。

【執行残額について】

○その他
・実績が見込みを下回つたもの

需用費

役務費

委託料
・特例的支出 (令和 2年度下水道事業会計予算)に計上したもの

7,952

52

1

1

50

7,900
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